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NEDO先導研究プログラム事業概要と構成
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持続的かつ強靭な社会・経済構造の構築に対応するためには、革新的な技術の開発が必要と
なっています。このため、2030年頃の実用化を目指す国家プロジェクトの推進に加え、「未
来も技術で勝ち続ける国」を目指して今のうちから2040年以降を見据えた「技術の原石」を
発掘し、将来の国際競争力を有する有望な産業技術の芽を育成していくことが重要となります。
近年の厳しい競争環境の中、研究開発期間は成果を重視し短期化しており、事業化まで10年

以上を要する研究開発は困難な状況にあり、こうした状況を放置した場合、将来の産業競争力
強化や新産業創出を目指す国家プロジェクトに繋がる新技術が枯渇していく恐れがあります。
そこで、本制度は、脱炭素社会の実現や新産業の創出に向けて、2040年以降（先導研究開

始から15年以上先）に実用化・社会実装が期待される要素技術を発掘・育成し、国家プロ
ジェクトを含む産学連携体制による共同研究等につなげていくことを目的とします。



採択テーマ実績
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新技術先導研究プログラム



各プログラムの位置づけイメージ
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本調査事業の概要（2023年実績）
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過去に実施した調査では、本プログラムにおいて、過去に実施されたテーマの中に、
国家プロジェクトにつながった新たな事例や、製品化及び派生技術への展開など
民間企業主導による共同研究等につながった研究開発テーマが多数ある一方、
中止・中断されている研究開発テーマも存在することが明らかになっている。

本調査では、アンケートやヒアリングを実施し、これまでの調査結果の更新を
行うとともに、これらを通じて本プログラムの有効性の検証及び改善の検討を
実施した。また、本プログラムの調査・分析を行い、国家プロジェクトにつながっ
たテーマなどに対する調査により、研究開発における成功要因を明らかにしている。
また、研究開発テーマを成功に導くために、成功要因を構造化・一般化することで、
研究開発実施者や支援主体が本プログラムを進める上で実施・チェックすべき
具体的な内容を取りまとめた。



＜公募決定＞

２０２４年７月２６日（金） 公募開始

２０２４年８月２日（金） 公募説明会（本日）

２０２３年８月１６日（金） お問合せ期限 １２時

２０２４年８月１９日（月） 12時 公募〆切

２０２４年８月下旬 採択審査

＜調査事業＞

２０２４年９月中旬 調査全体の実行計画の詳細協議

２０２５年３月３１日（月） 成果報告書（公開版）提出

２０２５年３月３１日（月） 調査事業終了

スケジュール（予定）
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想定するタスクの流れ
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• 限定するものではないが、以下にNEDOで想定しているタスクの流れを示す（朱記が実施者中心のタスク）

• 仕様書で規定するの要件は、以下のような内容（詳細は、仕様書による）
• 調査期間中は、定期的にＮＥＤＯと打ち合わせを行い、進捗状況をＮＥＤＯに報告すること

• 採択通知後、２週間をめどに実施計画書を提出すること

• １２月をめどに中間報告を行うこと

• 最終報告書については、提出期限を、２０２５年３月３１日とする

• 調査事業成果報告会において、成果報告を依頼する

• 仕様書に定めなき事項については、ＮＥＤＯと実施者が協議の上で決定する

実施者との協議により、タスクの順序見直し、並列遂行などを議論する



成果物の構成イメージ
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別添資料イメージ
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アンケート概要（例）
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ヒアリング概要（例）

11



事例のサンプル




